
1.計画名称

2.計画全体の進捗状況及び総合評価

3.各施策等における評価内容と改革改善

※5つ以上の場合は裏面へ

4.関連市民団体等の主な意見及び対応のポイント

5.添付資料
別紙「施策評価シート」

5

参加延べ人数

「断らない相談」及び「伴走型支援」の
定着に向けて、総合相談窓口の再構
築と支援体制を拡充するため、茅野市
社会福祉協議会からの専門性を有し
た職員派遣を検討する。

・長期化する新型コロナウイルス
感染症の影響に対応するため、
住宅確保給付金や生活福祉資
金貸付を活用した支援が増え、
関係機関との連携した支援が進
んでいる。

・長期化する新型コロナウイル
ス感染症の影響により、生活
困窮者の相談件数のさらなる
増加が予想され、支援体制の
拡充が必要。

4

すべての人に
とって豊かで
快適に生活す
ることができる
まち

おおむね順調

2

生涯にわたっ
て健やかに、
安心して暮ら
せるまち

おおむね順調
事例等を通じたアセスメントの研
修を実施し、相談対応のスキル
アップにつなげることができた。

参加延べ人数

関連市民団体等名称

福祉２１茅野

開催回数

主な意見 市の考えや対応など

９月２４日の幹事会にて意見集約を行う予定

関連市民団体等名称

開催回数

参加延べ人数

関連市民団体等名称

説明
　すべての人が心豊かで快適に生活できるまちづくりを目指し、保健・医療・福祉の連携、相談支
援のネットワークの構築、地域での支え合いの仕組みづくりを進め、国の重層的支援体制整備事
業との整合も視野に入れながら、引続き重点を置いて取り組みます。

・地域共生社会の実現に向け
た具体的な取り組みについ
て、福祉21茅野の各ワーキン
ググループにて検討を進めて
いく。

保健福祉サービスセンターの業務分
析や機能評価に基づき、サービスセン
ター機能の再確認（本来業務の明確
化）を行っていく。

3

ふれあい、学
びあい、支え
あいのあふれ
るまち

おおむね順調

・社会福祉協議会が主催する福
祉教育関わる活動について、新
型コロナウイルス感染症対策を
行い５３件実施され学びあいの場
が提供できた。
・社協への適正な補助金支出を
行うため、実績に応じた補助金精
算実施した。

・地域福祉活動を進める上で、
社会福祉協議会とのネット
ワーク形成を図る必要があり、
特に現状把握が不十分のため
課題解決へ取り組めない状況
である。

・職員交流を活かし、社協の事務事業
評価、人事評価を進めていく。
・地域福祉活動における現状把握を行
い、課題抽出と解決方法のCSWと連携
し行う。

開催回数
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・各ワーキングループが検討した課題
について、市に対して施策提案ができ
るよう進めるとともに、新たな課題を検
討するワーキンググループを立ち上げ
る。
・第３次地域福祉行動計画を各地区の
まちづくり計画としての位置づけを浸
透させる。

茅野市地域福祉計画

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1

一人ひとりが
主役となり、
「共に生きる」
ことができるま
ち

おおむね順調

・障害者保健福祉計画の数値見
込の見直しを行い、高齢者保健
福祉計画については３年間の期
間延長を行った。
・福祉２１茅野の各ワーキンググ
ループで活動が開始された。

・各ワーキングループが検討し
た課題について、市に対して
施策提案ができるよう進める。
・第３次地域福祉行動計画の
周知方法や進行管理について
検討が必要。

進捗
評価 おおむね順調 説明

　新型コロナウイルス感染症の影響により、課題解決に向けた協議の場を設けることも困難な状
況であったが、感染症対策を講じつつ「お互いに支えあい、その人らしく暮らせるまちづくり」を目
指すため、地域福祉計画の４つの基本理念を施策として、福祉２１茅野と課題解決に向けた議論
をしながら支援や取組を進めている。

今後の重点化
施策番号 4


